
640HS

640HB

Ver.18422

取付・取扱説明書

盗難発生警報装置

純正キーレスアップグレードシステム
Factory keyless upgrade security

新保安基準適合

© 2022 KIRAMEK, INC.,  Aichi  Japan

　本説明書内に記載のある「取付」を行うには、車両電装及び盗難発生警報装置の取付に
関する専門的な知識と経験が必要です。

　本書内には車両電装並びに盗難発生警報装置の取扱に必要な専門用語が使われてお
り、取付説明に従った本装置の取付を行うには車両電装および車両整備に関する詳しい
知識と技術が必要です。取付は必ず車両電装に関する専門の知識と技術をお持ちの取付
店にて行ってください。専門の知識や技術のない方が取付を行うと車両または本装置の故
障・損傷のみならず、人体にも危険が及ぶ可能性があります。

本製品の取付には必ずオプションの「UPS-47」
「DSS-6」をご利用ください。

　 注 意！　

　 重 要！　

・CANインベーダー対策モード搭載
・リレーアタック対策モード搭載
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はじめに

　この度はSCIBORG製品をお買い求めいただき誠にありがとうございま
す。ご使用前に必ず本書をお読みいただき、正しい取扱方法によりご使用
いただきますようお願いします。また、本書は読んだ後も大切に保管してく
ださい。

　なお、本書は、あなたやほかの人々への危害や財産への損害を未然に防
ぎ、本装置を安全に正しくお使いいただくために守って頂きたい事項を示し
ています。その表示と図記号の意味は次のようになっています。本装置をお
使いいただく前に必ずよくお読みください。

安全に正しくお使いいただくための表示について

危 険

警 告

注 意

　人が死亡するまたは重傷を負う危険
が想定される内容を示しています。

　人が重傷を負う危険が想定される内
容および物的損害が想定される内容を
示しています。

　本装置の本来の性能を発揮できなか
ったり、本装置の故障をまねく内容を示
しています。



危　険
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　本装置の取付を行う場合には必ずバッテリー電源をはずした状態で
作業を行ってください。電源がはずされていない状態で作業を行うと、
車両または車両の機器の突発的な動作により重大な事故の原因となり
ます。

● 本装置取付時のバッテリー電源

　コントロールユニットを水、湿気、熱、湯気、ほこり、油等の多い場所
に保管、設置しないでください。火災、感電、故障の原因になります。

● 本装置の設置位置

警　告

　本装置の取付には車両電装および車両整備に関する詳しい知識と技
術が必要です。取付は必ず車両電装に関する専門の知識と技術をお持
ちの取付店にて行ってください。専門の知識や技術のない方が取付を行
うと車両または本装置の故障・損傷のみならず、人体にも危険が及ぶ可
能性があります。

● 本装置の取付

　本装置は車両の機器や他の機器と干渉する場所やそれら機器に影響
を及ぼすような場所には設置しないでください。特に車両の機器の性
能を損なうような取付を行うと本装置の故障・損傷のみならず、人体に
も危険が及ぶ可能性があります。

● 本装置の設置位置

　本装置は12V電源専用機器です。24V車への取付を行うと車両また
は本装置の故障・損傷のみならず、人体にも危険が及ぶ可能性がありま
す。

● 12V車専用
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注　意

　本製品は確実に固定してください。固定が不十分であると、故障の原
因になったり、性能が十分に発揮されない可能性があります。

● 本装置の固定

● 車両のバッテリー交換

　エアバックや盗難防止機能付ステレオを装備した車両は、バッテリー
がはずされたことを記憶する機能を有していることがあります。この記
憶状態をリセットするには専用のID番号が必要となり、その車両を購入
したディーラーでなければ解除できないことがあります。

● エアバックや盗難防止機能付ステレオを装備した車両

　本製品の取付時は換気と鍵の閉じこめ防止のため窓を開けて作業を
行ってください。

● 取付作業

　バッテリーの寿命は正常な状態で2～3年ぐらいであり、使わなくても
性能は劣化します。また、最近のバッテリーは、車内電装品の充実等に
より突然性能が落ちます。前回のバッテリ交換から2年以上経過してい
る場合はもちろん、カーセキュリティ装着時にはバッテリーの点検や早
めの交換をお勧めします。特に、一回の走行距離が短い、オーディオや
カーナビなど電力消費の多い機器を使用している、車の利用回数が少
ない(車は乗らなくても多くの電気機器により待機電流として消費しま
す)などの場合は,バッテリ充電能力よりも消費の方が上回るため、十分
な充電ができません。
【バッテリー寿命を短くする要因】
　 ★ 渋滞・夜間・雨天の利用が多い。
　 ★ エアコンを常に利用している。
　 ★ オーディオやカーナビなど電力消費の多い機器を利用している。
　 ★ 一回の走行距離が短い。
　 ★ 車の利用回数が少ない。(車は利用しなくても多くの電子機器に
　　  より電力が消費されます。)
　 ★ １週間以上乗らない。

● バッテリーあがりについて

　車両のバッテリーターミナルをはずす際には必ず本製品の主電源（メ
インカプラ）をはずした状態で行ってください。主電源を接続したまま
バッテリーを交換すると、登録されているオプションリモコンのIDが消
えることがあります。
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その他の注意
● 　万一誤った設置や配線、車両電装の知識不足による誤った配
線方法により車両の破損、故障が発生しても当社では一切責任
は負いかねます。

●

●

　本製品は盗難防止を目的としたシステムですが、本製品の作
動の有無に関わらず盗難等の被害が発生しても当社では一切の
責任を負いかねます。

梱包物をご確認ください

メインユニット ×1 衝撃センサー ×1

接続ハーネス ×3

※専用キー２個
再発行不可

（□□□□B）

その他の梱包物

X 1シート（4枚）
X 1

X 1
ステッカー
本説明書

適合証明書

動作確認LED、一体型
プログラムスイッチ ×1

サイレン ×1 （□□□□S）

　保安基準第４３条の５第２項により、必ずいずれのドアが開いて
も本警報を発するように取付を行ってください。３ドアまたは５ドア
車のハッチバックまたはリアゲートはドアとして判断されます。必ず
これらのドアが開いた場合にも本警報を発するように取付を行って
ください。

2nd Stage
Trigger

+

+
–

-

1st  Stage
Trigger
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取扱に関する説明
システムセット（警戒）

　車両のすべてのドアを閉め、車両純正のリモコンまたはキーフ
リーシステム（以下純正キーレス）を使ってドアをロックします。
ロックに連動しチャープ音が1回発せられ動作確認LED(以降
LED)が点灯します。LEDは5秒間点灯した後点滅に変わり、シ
ステムが警戒を始めたことを知らせます。LED点灯中にドアを
開けたり、イグニッションをオンにしても発報しません。（センサ
ーはドアロック操作から10秒後に検知を開始します。）

通常のセット

センサーバイパスモードでのセット

動作確認音（チャープ音）の有無の設定方法

　下記手順により状況に合わせてシステムセット時に外部センサー（衝撃センサー等）
を一時的にスリープさせ、センサーが反応しないようにできます。

　下記手順によりシステムセット／解除時の動作確認音のオン／オフを選択できます。

バイパスモードは上記手順を行った１回のセット中のみ有効です。

手順 作業内容
1 IGがオフの状態でプログラムスイッチを2回押します。
2 20秒以内に純正キーレスによりドアをロックします。
動作確認音がON設定になっている場合には、通常セット時１回の確認音が２回発せ
られバイパスモードでセットされた事を知らせます。

手順 作業内容
1 IGがオフの状態でプログラムスイッチを1回押します。
2 20秒以内に純正キーレスによりドアをロックします。
動作確認音の設定が変更され、システムがセットされます。

設定は上記手順が再度行われるまで変更されません。動作確認音をオフした場合
には上記手順を行わない限りオフされたままとなります。

ロック

　  ヒント　

　  ヒント　
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システム解除

　純正キーレスを使ってドアをアンロックします。チャープ音
が３回発せられ（動作確認音がオフになっている場合には無
音）LEDが消灯します。

［通常の解除］

［ドア開により警報作動した場合の解除］

解除方法 1 、２、３いずれの方法でもシステムを解除することができます。
　● システム警戒中に衝撃センサーにより警報作動した場合

解除方法

解除方法

解除方法 [車両純正キーレスが使用できない場合の緊急解除]

警戒中のシステムの動作状況によりシステム解除の方法
が異なります。

　システム解除時にチャープ音が通常の３回ではなく４回発せられる場合には、
警戒中に衝撃センサーまたはオプションセンサーが異常発報した事を知らせてい
ます。

手順 作業内容
1 ドアを開け車両に乗り込みます。（この際サイレンが鳴り始めます。）
2 IGをオンにします。
3 プログラムスイッチを任意に登録した緊急リセットコードの回数押します。
4 IGをオフします。
手順4終了後システムが解除します。（LEDが点滅。10頁トリガーメモリ参照）

手順 作業内容
1 純正キーレスでアンロックします。（セキュリティはセットのまま）
2 車両に乗り込みドアを閉めます。（この際サイレンが鳴り始めます。）
3 イグニッションをオンにして、すぐにOFFします。
4 純正キーレスでアンロックします。
手順4終了後システムが解除します。（LEDが点滅。10頁トリガーメモリ参照）

※工場出荷時の緊急リセットコードは６です。

※ 入力した緊急リセットコードの回数が正しくない場合、システムは再度サイ
    レンを鳴らしますので、緊急解除の手順を最初からやり直してください。
※ 純正キーレスを破損したり、紛失した場合には緊急解除できません。

警戒中動作別解除方法

1

２

３

アンロック

　  注意！　
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トランクオープナー／パワーリアゲート対応
　システムセット中に純正リモコンからトランクオープ
ナー／パワーリアゲートを操作した場合、本体に接続し
ているセンサーはすべてバイパスされます。また、ドア開
信号線も一旦トランクが閉じられ５秒経過するまではバ
イパスされます。

警戒中のシステム動作
センサー検知
シングルステージ：
　衝撃センサーが弱い衝撃を検知するとチャープ音が
5回鳴ります。
※センサーバイパスモードでは反応しません。
デュアルステージ：
　衝撃センサーが強い衝撃を検知すると30秒間また
はリモコンで解除されるまで異常発報します
※センサーバイパスモードでは反応しません。

GWA（動作中出力）
　システムセット中にアース信号が連続して出力されます。(ルミネーターやスタータ
キルイモビライザー等のオプション(別売)をコントロールする場合に使用します。)

　車両により対応できない場合があります。その際はシステム解除後にトランク　
オープナー／パワーリアゲートの操作を行ってください。
※配線がされていない場合は対応できません

解除方法２または３のいずれかの方法でシステムを解除する必要があります。

解除方法３でシステムを解除する必要があります。

　純正リモコンを使って車両ドアをアンロックした際にシステムが解除されない
場合にはドア、トランク、イグニッションのいずれかが原因で異常発報した事を知
らせています。このような場合にはシステム解除後LEDの点滅回数を確認する事
で反応したセクター（センサー）を知る事ができます（10頁トリガーメモリー機能
参照）。

　セキュリティ性向上のため本製品をご使用される前に必ず本説明書12頁を参
照して緊急リセットコードの変更を行ってください。

　● 純正リモコン操作によるアンロック時にシステムが解除されない場合

　● 純正リモコンが使用不可能な場合

トランク・リリース

５回

３０秒

　  注意！　
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ドア開検知（ドアオープンプロテクト）
　ドアが開けられると30秒間または解除されるまで異常発報し、警戒状態が継続します。

警戒中のエンジン始動
　機能選択(９頁機能選択表参照)により下記2種類の動作を行います。
プロテクトモード：
エンジンがかけられると30秒間またはシステムが解除されるまで異常発報します。

※システムを解除するには解除方法２または３が必要です。

※システムを解除するには解除方法２または３が必要です。

※異常発報時に解除するには解除方法２または３が必要です。

エンジンスターター対応モード：
　エンジンがかけられるとセンサーはエンジンが停止するまで無視されます。ただし、
このモードが選択されている場合であってもドアは引き続き監視されますので、ドア
が開けられた場合には異常発報が行われます。

動作確認LED
　警戒中は通常1秒に1回のゆっくりした点滅を行います。異常発報すると点滅速度が
早くなり、一度解除され再度セットされるかイグニッションがONされるまで継続します。
一旦発報が止まっても異常があったことを知らせてくれます。

インテリジェントIGプロテクト
　インテリジェントIGプロテクト（IIP）機能はエンスタモードが選択されていても、警戒
中にドア信号により異常発報すると、その後再度警戒セットされるまで、エンジン始動で
異常発報し乗逃げをガードします。

　異常発報とはシステムが異常を検知し、30秒間のサイレン鳴動やライトフラッ
シュを行う事です。
※警告、警報時のライトフラッシュ機能は車両により機能しない場合があります。

レジューム機能
　セット状態を記憶しているため万が一車両バッテリーを外されても、電源が再投入さ
れると異常発報後にセット状態に復帰します。
　この時トリガーメモリーはありません。（※10頁「その他の機能」の「（トリガー）メモリ
機能」を参照ください。

LO
CK

ACC
ON

START

キーONキーON

３０秒

ドアのみ
監視継続

OFF

センサー
バイパス

　  ヒント　
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各種機能の設定
　本製品はお客様のご使用される環境に、より適応させるためのモードを搭載していま
す。機能選択の方法は下記手順にしたがってください。

選択項目 選択機能 選択内容 工場出荷時

2 リレーアタック対策モード [ II ]
（３秒以内に２度連続でアンロック操作） ON／OFF OFF

3 インテリジェントIGプロテクト（エンスタ対応） ﾌﾟﾛﾃｸﾄ／ｴﾝｽﾀ ﾌﾟﾛﾃｸﾄ
4 リモートスタート中確認動作 ON／OFF OFF
5 エラーチャープ消音 発音／消音 発音

6 CANインベーダー対策モード [ I ]
（アンロック信号を無視） ON／OFF OFF

7 ライトフラッシュ動作切り替え 点灯／点滅 点灯
8 オートアーム ON／OFF OFF
9 サイレン出力 連続／断続 連続
10 オートリアーム ON／OFF OFF
17 イクステリアイルミネーション ON／OFF OFF

機能選択表：

手順 作業内容
1 車両純正キーレスを使って一度システムをセットした後すぐに解除します。
2 上記操作から20秒以内にIGをオンします。
3 プログラムスイッチを選択したい項目の回数（下記表参照）押します。
4 IGをオフします。
選択項目の回数LEDが点滅し、設定が変更された事を表示し自動終了します。

※各機能の設定はは上記手順1.～4.を繰り返すたびに入れ替わります。
※時間制限があるためスイッチの操作はすばやく行ってください。
※一部のハイブリッド車では、エンジン始動/停止後に操作を行う必要があります。
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機能選択項目説明

4. リモートスタート中確認動作（エンスタ連動ライト）
※この機能はエンジンスターター「対応」設定されている場合に有効です。
「ON」を選択した場合は、警戒状態でエンジン始動中は機能選択項目「７.ライトフラッ
シュ動作切り替え」で選択されたパターンで点灯または点滅し続けます。

3. インテリジェントIGプロテクト（エンジンスターター対応）

※この項目がONになっている場合、項目６は設定できません。

2. リレーアタック対策モード [ II ]　※特許
・「OFF」を選択した場合、車両ドアのアンロック操作でシステムを解除します。
・「ON」を選択した場合、システムの解除を行うには3秒以内に連続で２回アンロックを
　行う必要があります。
※リレーアタックに悪用される可能性のあるスマートキー操作ではアンロックだけを２
　度連続で行う事ができません。必ずキーレスボタンによる操作（スマートキーに付いて
　いるアンロックボタンの操作）を行う必要があります。

・「プロテクト」を選択した場合、警戒中にエンジン始動すると異常発報します。
・「エンスタ」を選択した場合、エンジン始動中はドア検知（ドアが連続して3秒以上空い
　ている場合）以外では異常発報しないためエンジンスターターとの併用が可能です。

※インテリジェントIGプロテクト（IIP）機能はエンスタモードが選択されていても、警
　戒中にドア信号により異常発報すると、その後再度警戒セットされるまで、エンジン始
　動で異常発報し乗逃げをガードします。

※3秒以上連続してドアが開いている場合にのみドア開け検知を行うことでオートライ
　トコントロール機能付きエンジンスターターに対応します。エンジン始動時または停
　止時にドア開け擬似信号を出し続けるエンジンスターターには対応できません。

5. エラーチャープ消音
セット時の半ドアなどの警告音を消す事ができます。
予約ロック機能などに対応したプログラムです。
・「発音」を選択した場合、エラーチャープ機能が働きます。
・「消音」を選択した場合、エラーチャープ機能はOFFされ警告音は鳴りません。
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7. ライトフラッシュ動作切り替え（点灯／点滅）

8.オートアーム

「点灯」を選択した場合、選択項目「4.リモートスタート中動作確認」および「17.イクス
テリアイルミネーション」の機能を使用した場合のライトフラッシュが点灯になります。
「点滅」を選択した場合には前述のライトフラッシュが点滅になります。

9. サイレン出力
・「連続」を選択した場合、異常発報時に連続したサイレン信号を出力します。
・「断続」を選択した場合、異常発報時に断続したサイレン信号を出力します。

　「ON」を選択した場合、イグニッションOFF後最後にドアを開閉した時点から20秒
経過すると、自動的にシステムをセットします。
※ 別売のドアロックオプションをご使用されている場合にはシステムがオートアームに
　よりセットされると同時に車両ドアがロックされます。鍵の閉じ込めをしないように十
　分注意してください。

　緊急解除コードは必ず変更してください。
　　⇨15頁：「緊急リセットコード変更方法」参照

　  注意！　

20秒経過するまではドア信号およびイグニッション信号は無視され、解除
(OFF）にならない場合は本警報がなります。
（インテリジェントIGプロテクトON時の動作は10頁参照）

　  注意！　

6. CANインベーダー対策モード[ I ]
アンロック信号を無視するプログラムです。 （リレーアタックにも対応可能）
純正リモコンでアンロックしてもシステムは解除しません。
・「OFF」を選択した場合、通常通り純正リモコンのアンロックでシステム解除です。
・「ON」を選択した場合、純正リモコンのアンロックではシステム解除できません。

※ CANインベーダー対策モード [ I ] ON時の解除方法 （A. B.）
A: ドアを開け20秒以内に緊急解除を行う。 ⇨ 6頁 「緊急解除の方法」参照　

B: オプションリモコンを追加し、リモコンで解除する。
　　⇨ 単方向モデル TR365S （リモコン1個）　（税別￥10,000）
　　⇨ 単方向モデル TR365D （リモコン２個セット）　（税別￥15,000）

※ この項目がONになっている場合、項目2は設定できません。
※ CANインベーダー対策モードはリレーアタックにも対応しています。
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その他の機能
ライトフラッシュ機能
 　発報中→30秒間点滅、予備警告時→３回点滅。
※ 車両により点滅回数が違う場合または利用できない場合があります。

10. オートリアーム
　「ON」を選択した場合、システムを解除した後60秒以内にドアが開けられるか、イグ
ニッションキーがONされない場合には自動的に再セットします。
　※ 車両のリロック機能動作時にハザードが点滅する車両ではその時点でシステムが
　　セットされます。

17. イクステリアイルミネーション（解除点灯機能）
　「ON」を選択した場合、解除後スモールランプが機能選択項目「７.ライトフラッシュ動
作切り替え」で選択されたパターンで点灯または点滅します。ライトは30秒経過するかド
アが開くか、IGがONになるまで光ります。

（トリガー）メモリー機能
　通常警戒中は1秒に1回のゆっくりした点滅
を行うLEDが、異常発報と同時に点滅速度が
早くなります。LEDの早い点滅はシステムが再
セットされるか解除中にイグニッションがONさ
れるまで継続します。メモリー機能が働いた場
合は、システムを解除した後のLEDの点滅回数
が、どのセクターが反応したかを知らせてくれま
す。メモリーは３つを記憶しており、LED点滅回
数の少ない順に表示されます。

LED点滅回数 異常検知セクター
0 メイン電源断
2 ドア（ー入力）
3 ドア（＋入力）
6 イグニッション
7 外部センサー

エラーチャープ機能
　システムセットした時点ですでにいずれかのセクターが異常検知状態にある場合には
チャープ音を2回鳴らします。

マイルドチャープ機能（サイレンに搭載された機能）
　同梱のサイレンは、深夜の閑静な住宅街等で安心してシステムをご利用頂くためのマ
イルドチャープ機能を搭載しております。
 
・ システムセット／解除：マイルドチャープ音
・ センサー予備警告：マイルドチャープ音
・ センサー、ドア開け本警報：フルサイレン
 
※本機能は解除することはできません。
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緊急リセット（解除方法 ３  ）コード変更方法
　本製品は電池切れで純正キーレスが使用不可能な場合に、緊急リセットによりシステ
ムをリセット(解除)することができる機能（解除方法３）を搭載しています。
　セキュリティ性向上のため本製品をご使用される前に必ず緊急リセット用コードの変
更を次頁手順にしたがって行ってください。緊急リセットコードは１～３０に設定してく
ださい。

その他の機能（続き）

セクターバイパス（SBS）機能
　同じセクター（ドアを除く）により10回異常発報した場合、または予備警告が１０回発
せられた場合にはそのセクターは周囲への迷惑を防止するためそれ以降はバイパスさ
れ反応しなくなります。バイパスを解除するには一度システムを解除し、再度警戒状態に
セットする必要があります。
※ セクターとはドア、IG、センサー等の監視個所のことです。
※ ドア開検知は４回の異常発報後バイパスされますが、一度ドアを閉めるとリセットさ
　れます。

バレーモード®機能
　車両をメンテナンスに出す等セキュリティを動作させたくない場合は下記手順により
システムを動作しないように設定できます。

※ 上記手順をもう一度行うとバレーモードを解除します。

手順 作業内容
1 IGをオフ、システムを解除状態にします。
2 プログラムボタンを押し、そのまま押し続けます。
動作確認LEDが点灯しはじめます。
3 そのままプログラムボタンを5秒以上押し続けます。
LEDが消灯しシステムがバレーモードに設定された事を知らせます。

バレーモードの取り扱いには次の点に十分注意してください。
・　設定中であることを確認するための特別な表示を行いません。
・　設定中は純正キーレス操作でシステムのセット／解除はできません。
・　バレーモード解除後最初のシステムセットはチャープ音2回が鳴りセンサーバイ
　  パスモードになりますのでご注意ください。
・　通常モード復帰直後はセンサーバイパスセットになりません。
　※ニーズに対応した改善プログラムです
　本製品の作動の有無に関わらず盗難等の被害が発生しても当社では一切
の責任を負いかねます。

　  注意！　
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工場出荷状態に戻す（初期化）

※工場出荷時の緊急リセットコードは “6” です。

手順 作業内容
1 イグニッションをオンします。
2 プログラムスイッチを6秒以上押し続けます。

チャープ音が3回鳴ります。
3 　スイッチを離します。
4 　イグニッションをオフします。

動作確認LEDが5秒間点灯します。
5 上記LED点灯中にIGをオンします。

動作確認LEDが消灯後ゆっくりと点滅します。
6 LEDが設定したい数の回数分点滅したところでイグニッションをオフします。

LEDが設定した緊急リセットコードの回数だけ点滅し設定完了

※登録した緊急リセットコードは絶対に忘れないようにしてください。
※オプションのリモコンが登録された状態で緊急リセットコードの変更を行うと、登
　録されているリモコンのIDは一旦消去されます。
　リモコンは緊急リセットコードを変更した後に登録してください。

緊急リセットコード変更手順

　次の作業を行う事でシステムメモリ（機能設定の内容および緊急リセットコード）をす
べて工場出荷時の初期状態に戻す事ができます。
手順 作業内容
1 本体の６極カプラを外し、プログラムスイッチを押したまま再度接続します。

LEDが点灯しサイレンが鳴動します。
2 プログラムスイッチを離します。

サイレンが止まる（LEDは点灯したまま）
3 イグニッションをONします。

チャープ音が3回鳴り、LEDが消えます。
4 イグニッションをOFFします。

LEDが約５秒点灯した後、１～２秒消灯します。
LEDが緊急解除コード回数（初期値６）点滅、その後消灯で作業終了

　  注意！　



KEYLESS UPGRADE SECURITY15

Q & A

Q : 出先で純正キーレスが使えなくなってしまった！
A : ☞緊急解除コードを使用してセキュリティを解除することができます。解除方法

は本説明書6ページの「緊急リセットの方法」を参照してください。 

Q : システムはセットされているのに何も反応しない！
A : 　バレーモードまたはセンサーバイパスモードでセットしていませんか？システム

のセット方法によって外部センサーが反応しないモードが用意されています。（本
説明書5ページ、11ページをご参照ください）

Q : 純正キーレスで操作してもシステムがセット／解除されない事
がある。

A : 　純正キーレスでドアのロック／アンロック操作が短時間に繰り返されると車種
によっては稀にシステムが連動できない事があります。このような場合には数十
秒時間をおいてからドアロック／アンロック操作を行ってください。

Q : サイレンが鳴動中に純正キーレスで操作しても解除できない。
A : 　衝撃センサー以外の原因（ドア開け、トランク開け、イグニッションON）による

異常発報が行われた場合には解除方法２または３で解除を行う必要がありま
す。詳しくは6頁を参照ください。

Q : 純正キーレスでトランクをあけたのにサイレンが鳴り始めた。
A : 　純正キーレスについているトランクリリース機能によりセキュリティ警戒中にト

ランクを開ける場合には、トランクリリース信号が入力されてから2秒以内にトラ
ンクが開けられる必要があります。もしこの時間を過ぎてトランクが開くとサイレ
ンが鳴りだします。 
※ トランクオープナーに対応するには別途配線が必要です。
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本製品には別売オプションのリモコンを登録する事が可
能です。リモコンの登録方法および使用方法は別売リモ
コンに付属の説明書を参照ください。

※

取付編

　本セクションの説明は、車両電装および盗難発生警報装置の
取付に関する専門的な知識と経験をお持ちになっている方専用で
す。

　取付の説明には、車両電装ならびに盗難発生警報装置の取
扱に必要な専門用語が使われており、本説明にしたがった本
装置の取付を行うには車両電装および車両整備に関する詳し
い知識と技術が必要です。取付は必ず車両電装に関する専門
の知識と技術をお持ちの取付店にて行ってください。専門の
知識や技術のない方が取付を行うと車両または本装置の故
障・損傷のみならず、人体にも危険が及ぶ可能性があります。 
　従いまして車両整備に関する詳しい知識と技術を有する方以外
の方が取付けを行われた場合にはサポート対象外となります。

　 注 意！　
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取付に関する説明
実態配線図

☆ リモコントランクオープナー、エンジンスタータ装着車は必ず接続が必要

※車種により別売オプションが必要

※車種により別売オプションが必要

3極コネクタ

使用しない電線は必ず絶縁処理を行ってください。

緑色の線は２本存在します。それぞ
れ間違えないよう注意してください。

赤色2極
オプション用

5A
Fuse

茶色
黄色
黒色
白色
赤色
緑/白色

白/赤色

緑色

青/黄色
緑/黄色

緑色
白/黒色

赤/白色

プログラムスイッチ
動作確認LED

6極メインコネクタ

4極コネクタ

ショック
センサー

SCIBORG
IR SHOCK SENSOR

ロック信 号 入 力 線

(-)スモールランプ回路 ※ 

(+)ドアスイッチ回路 ※

(ー)ドアスイッチ回路 ※

車両 IG回路

常時+12V（システムメイン電源）

車両ボディアース（システムメイン電源）

（＋）サイレン出力

（ー）動作中出力

ハザード信号入力線

19頁の緑色線説明を参照　☆

アンロック信号入力線

( - ) CH 2出力（別売オプションTR53 7 S使用時のみ）
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配線説明

+12V常時電源に接続します。 【エレクトロタップを使用しない】赤色線

（ー） ボディーアースへ接続します。【エレクトロタップを使用しない】黒色線

乳白色６極カプラ

　赤色線の接続先は電流容量が十分ある電線を選んでください。常時電源の容量
が不足すると衝撃センサー等が連続で反応するなどの不安定動作をおこす可能性
があります。このような症状が見られる場合には赤色線の接続先を変更するか、セン
サー用の電源を専用カプラ以外の所に接続してください。

　接触不良があると動作不良の原因となりますので、純正ボディアース等へ確実に固
定てください。
　※既存のアースポイントを使用する場合は必ずボディに接地させてください。

※ サイレン、ライトフラッシュリレーの+12V線を分岐接続しないで
　ください。

　動作確認LEDを接続するためのカプラです。動作確認LED一
体型プログラムスイッチの赤色のカプラをさし込んでください。赤色2極カプラ

　プログラムスイッチを接続するためのカプラです。動作確認
LED一体型プログラムスイッチの白色のカプラをさし込んでく
ださい。

白色2極カプラ

　  ヒント　

　+B電源およびサイレンの接続はできる限り別売のネジタップ(NT-4)、ネジロック
(NL-4)をご利用ください。

　  注意！　

（ー） GWA（動作中）出力線黄色線
　システムセット中アース信号が出力されます。別売のルミネーターやスタータキル・
イモビライザー等の取付に使用します。出力最大電流は(-)500mAです。
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（＋）外部サイレン出力線茶色線
　異常時にサイレンを発報させるための（＋）信号線です。サイレンの赤色線へ接続しま
す。出力最大電流は(＋)1Aです。

この線へ接続
この線へ接続

1480Sの場合 1480Bの場合

黒

赤

+B +B

赤
黒茶

※ バックアップサイレンについての詳細は
　21頁参照

ノーマルサイレンの場合 バックアップサイレンの場合

乳白色６極カプラ（続き）

（＋）IG 信号検知線緑／白色線
　IG回路(ONポジションで+12Vを示す線)へ接続します。直結に
よる車の乗逃げ防止、エンジンスタータ対応、またリモコン紛失の
際の緊急リセットに使用します。 OFF

ACC

ON
ST

IG回路

キーシリンダー

　エンジンスターター装着車で車種別専用ハーネスを使用している場合は、接続
先に注意が必要です。

OFF

ACC

ON
ST

キーシリンダー
エンジンスターター

専用ハーネスおよび
エンジンスターター

※ 必ずエンジンスターター  
　よりも車両ハーネス側に
　接続すること。

+IG+ IG

　  注意！　
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　リモコントランク（リヤゲート）オープナー機能がある車両および車両ドアが施錠
された状態でバックドアを開ける事ができる車両では、必ず乳白色4極カプラ内の
緑線（拡張機能線）を正しく接続してください。この接続をしていない場合、警戒中に
トランクを開けると異常発報状態となります。

（ー）ドアスイッチ検知線白色線
　ドアカーテシスイッチ回路(ドアが開いた際にマイナスボディーアースが出力される回
路)へ接続します。

車両ドアカーテシスイッチ
ルームランプ+B

この回路へ接続

車両ドアカーテシスイッチ

車両トランクスイッチ

トランクルームランプ

※ セダン車でトランクスイッチの検知を行なう
　にはダイオードを使用して白色線を２本
　に分岐し、内１本をこの位置に接続します。

　保安基準第４３条の５第２項によりいずれのドアが開けられた場合でも異常発報
するように接続する必要があります。ハッチバックおよびリアゲートは車室ドアと判
断されます。
　複数のドアやトランク、バックドアへの分岐配線には別売オプションのDSS-6を
ご使用ください。

　  ヒント　

　  注意！　

乳白色６極カプラ（続き）

乳白色4極カプラ

※メインカプラと同じ面にある乳白色３極カプラ
使用しません。

※メインカプラすぐ横にある乳白色４極カプラ
付属の衝撃センサーを接続するカプラです。

白色3極カプラ
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　トランクオープナー機能とエンジン
スターターの両方を装着している場
合には右図のように線をダイオード
で分岐して接続してください。 4極カプラ

車両トランクオープンソレノイド動力線

イグニッション回路信号検知線へ

拡張機能線緑色線
ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｸｵｰﾌﾟﾅｰ機能やエンジンスターターを装着した車両に使用します。

　（＋）IG線（6極カプラ内緑／白と同
じ接続先）に接続してください。

☆トランクオープナー ☆エンジンスターター
　必ずトランクオープナーソレノイドの
動力線（＋）に接続ください。

ドア・アンロック信号入力線 （エレクトロタップを使用しない！）青／黄色線

車両ドアロック
リレーユニット

必ずアクチュエータ（モーター）の動力線へ接続

ドアロックアクチュエータ（モーター）

車両集中ドアロックスイッチ

集中ドアロックスイッチからの信
号線は使用しないでください。

　ドアロックアクチュエーターの動力線（アンロック側）へ接続します。

乳白色4極カプラ

緑/黄色線 ドア・ロック信号入力線 （エレクトロタップを使用しない！）
　ドアロックアクチュエーターの動力線（ロック側）へ接続します。

ハザード信号入力線 （エレクトロタップを使用しない！）白／赤色線
ハザード信号線またはターンシグナル（方向指示灯）の左右どちらかの線に接続します。

車両ハザードスイッチ
車両フラッシャーユニット

必ずこの線へ接続する車両ドアロックMCU

車両方向指示灯
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　※ この線をエンジンスターター対応で配線した場合、エンジン停止前後3秒以内
　   にドアを開けても反応しません。
　※ この線を使用しない場合には絶縁処理を行ってください。
　※ ターボタイマーは併用できません。

乳白色4極カプラ(続き)

　  注意！　

（+）ドアスイッチ検知線（一部車種のボンネット検知）

(-)CH2出力（別売オプションTR537S/D使用時のみ）

※メインカプラの裏側にある黒色３極カプラへ接続します。
※メインカプラと同じ面にある乳白色３極カプラは使用しません。

白／黒色線

赤／白色線

黒色3極カプラ

車両ボンネットスイッチ
車両ボディコンピュータ+B

この回路へ接続接続例

(-)ライトフラッシュ出力線緑色線

車両スモールランプ

+12V

車両ライトスイッチ

この回路へ接続

(-)スモールランプ回路へ接続します。出力最大電流は(-)250mAです。

※ 　ハザードは車両同期信号として使用していますので、本体のライトフラッシュ　
　　出力線を使用したコントロールは行わないでください。
※ 　車両のライトフラッシュ方式が(+)コントロールの場合は別売896H-1CNが必
　　要です。
※ 　別売896H-1CNを使用する場合、赤色線はメインユニットの赤色線と同じ場
　　所には接続しないでください。

　ライトフラッシュ機能を利用する場合は、かならず17頁の実体配線図を確認のう
え、カプラの接続先を間違えないよう作業を行ってください。

　  注意！　
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主要パーツの設置
メインユニット
　車内の適当な(なるべく犯罪者が見つけにくい)場所に結束バンドや両面テープ等を
使って固定してください。

動作確認LED一体型プログラムスイッチ
　付属の両面テープを使用し、お好みの場所に貼付けてください。

　エンジンルーム内にネジ等を使用して設置します。サイレンの設置方向はサイレンか
ら出ている電線部が上を向かないようにしてください。水の浸入による故障の原因にな
ります。次のような場所への取付は避けてください。
 1. 熱源付近（エンジン排気側等）
 2. 水がかかる場所（バンパー内への取付は絶対に行わないでください。）

サイレン

　動作確認LEDが車外からよく見える場所に設置してください。

※　サイレンは何度も高温にさらされるような場所に設置すると、スピーカーに
　使用されているコイル等が破損する可能性があります。

　必ずプラスチック部品に両面テープで固定してください。センサーハーネスは無理な
力がかからないように気をつけてください。特にセンサーに対して直角方向にハーネス
が引っ張られるような取付は行わないでください。感度の低下や誤作動が起こる可能性
があります。（設置向きは床面に対して垂直でも逆さでも問題ありません）
　また、次のような場所への取付は避けてください。
 1. 直射日光が当たるような場所
 2. 熱源付近
 3. 水がかかる場所（エアコンダクトは不可）

衝撃センサー

　別売のオプションセンサーを併用する場合には、必ず別売のセンサー分岐ユニッ
ト：SB-03をご利用ください。

　  ヒント　

　  ヒント　

　  ヒント　
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バックアップサイレン（□□□Bモデルの場合）について

　エンジンルーム内にネジ等を使用して設置します。サイレンの設置方向はサイレンから出
ている電線部が上を向かないようにしてください。水の浸入による故障の原因になります。
また、サイレン背面にあるセット／解除キーの操作ができるように注意してください。次の
ような場所への取付けは避けてください。
 1. 直射日光が当たるような場所
 2. 熱源付近
 3. 水がかかる場所

　□□□Bモデルでは下図の通り本体6極カプラ茶色線をサイレンの茶色線へ接続しま
す。出力最大電流は(+)1Aです。（サイレンの赤、黒色線はそれぞれ(+)12V常時電源と
ボディアースへ接続してください）。橙（オレンジ）色線は使用しませんので絶縁処理をし
てください。

茶
ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟｻｲﾚﾝ

黒
赤

この線へ接続
+B

接続及び操作について

設置について

　本製品はニッカドバックアップ電池を内蔵しています。電池の通常使用によ
る寿命は2～３年程度（保証期間：１年）ですが、長時間温度が高くなる場所で
使用されると内蔵電池がこわれます。設置場所は熱源からできるだけ離し、高
温にならない場所を選んでください。

※

　すべての配線終了後、付属のキーで0FF
（赤印）からON（緑印）へまわしてください。
未配線のままキーを回すと断線とみなして
警報が鳴り続けます。

※

全ての配線終了後
キーを回し動作を開始します。

赤印

動作停止位置 動作位置

緑印
赤印
緑印

　サイレン固定用ステイは防サビ塗装が施されています。アースを固定用ステ
イに共締めすると接触不良により突然サイレンが鳴り続ける等の不具合が発生
し、最悪の場合サイレンがこわれる可能性があります。固定用ステイへのアース
線の接続は絶対にやめてください。
赤色線はメインユニット電源と同じ場所へ接続しないでください。
一部車両の充電制御システム装備車では、バッテリーへの配線方法によりバッ
テリー上がりを起こす可能性があります。
鍵の再発行はできません。大切に保管してください。

※

※
※

※

　キーのセットは必ずすべての配
線が完了してから行ってください。

　ワンポイント

　  ヒント　

　  ヒント　

　  重要！　
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衝撃センサーの感度調整及び作動条件

感度調整
1. 警告感度を敏感にする場合は感度調
整ツマミを時計まわりに回し、鈍くする場
合は反時計まわりに回します。

2. 警報感度は上記１.の操作により設定
された感度のおよそ80％が警報感度調
整ツマミを最大にした場合の感度となり
ます。（警報感度が警告感度より敏感に
なることはありません）

3. 上記２.をふまえて警報感度を適度に
調整してください。

感度について
　２ステージショックセンサーは、車両ボディーに加えられた振動を検知し、振動の強
弱を判別した警告信号または警報信号を出力します。振動の強弱を２段階に判別するこ
とで軽度の振動では軽い警告のみを行い、必要以上のサイレン音を発することなく犯罪
者を撃退できます。
　瞬間的な衝撃を検知するため、適度な感度設定であれば風などによるゆれには反応
しません。ただし、台風時の突風や雷、花火、ヘリコプターなどの瞬間的な振動が発生す
る場合は作動する可能性があります。

推奨設置場所について
　感度や反応のバランスを考慮
し、下図に示すような場所への
設置を推奨します。×の場所には絶対に設置しない
でください。

設置推奨場所

※交通量の多い幹線道路沿いや鉄道の近くな
　どに駐車する場合、感度が高すぎるとこれら
　の環境ノイズによって誤報となる可能性があ
　ります。使用環境にあわせた適切な感度でご
　利用ください。
※センサー感度はセンサー自体の温度変化に
　よっても変動します。感度は温度が高くなると
　にぶく、低くなると敏感になり、その差はおお
　よそ20％程度です。冬季は夏季よりも感度を
　低くしてご利用ください。

設置してはいけない場所

　  ヒント　

配線用ハーネス接続コネクタ

警告反応表示LED（緑）

警報反応表示LED（赤）

警告感度調整用ネジ
警報感度調整用ネジ

2nd Stage
Trigger

+

+
–

-

1st  Stage
Trigger

警告感度をセンサー最大感度の50％に設定した場合、最大警報感度は
警告感度の80％にあたるセンサー最大感度の40％となる。

警報感度はこの範囲で
調整可能

それぞれの感度調整ツマミの相対関係イメージ

センサー
最大感度

警告感度

警報感度
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取付に関するトラブルシュート

Q :
テスト時シングルステージが反応しない！

A :
まずセンサーのシングルステージ確認LED（緑）を確認してください。 
☞　軽い衝撃を与えた際にLEDが光らない場合。 
　 センサー感度を調整してください。 
☞　軽い衝撃を与えた際にLEDが光る場合。 
　 警戒開始は動作確認LEDの点滅開始から10秒後です。

Q : 衝撃センサーで警告が連続してしまう！
A : 　衝撃センサーの感度設定が高すぎると、警告を発する際のハザードランプリ 

レーなどの動作振動やサイレン鳴動時の振動をとらえ警告が続いてしまう事があ
ります。このような場合には衝撃センサーの設置場所を変更するか感度を少し低
くしてください。

　センサーがまったく反応しない場合、センサーが落とされる等してセンサー内部の振動検知
用「ふりこ」が下記写真のように異常な状態で引っかかってしまっていることがまれにあります。
このような場合には下記手順にしたがって「ふりこ」を正常位置にもどしてください。
　1. センサーからカプラを抜く。
　2. センサーのふたをはずす。（ふたはカプラ部分を押さえるようにして固定用タ
　　　ブを持ち上げると簡単にはずす事ができます。
　3. 「ふりこ」を「正常位置」図を参照して正常位置にもどす。
　4. センサーのふたを閉める。（LEDを破損しないように十分注意してください）
　5. センサーを元の場所に設置する。
※センサーの警戒開始はLED点滅開始から10秒後です。

Q : 衝撃センサーで警告が連続してしまう！
A :

正常位置

504 504

R11 R9 R10
R12

R15
R14

V105

R18

R4
R2

C3

C5 C6 R13

R3C2

U1

R8 LM324
96AEVXM

G4

054KIR
-0630

R21C10R22R7

R19 U3

TUNG
47
µF

TU
N
G

504 504

R11 R9 R10
R12

R15
R14

R21C10R22R7

R19

V105

R18

R4
R2

C3

C5 C6 R13

R3C2

U1

R8 LM324
96AEVXM

G4

U3

C9 C7

TUNG
47
µF054KIR

-0630

504 504

R11 R9 R10
R12

R15
R14

R21C10R22R7

R19

V105

R18

R4
R2

C3

C5 C6 R13

R3C2

U1

R8 LM324
96AEVXM

G4

054KIR
-0630

TUNG
47
µF

「ふりこ」が引っかかっている
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仕様一覧

定 格 電 圧 DC12V
消 費 電 流 待機時約3.5mA（解除時約1.5mA）
動 作 周 囲 温 度 範 囲 -40℃　～　85℃
保 護 構 造 IP40

メインユニット仕様：

衝撃センサー仕様：
定 格 電 圧 DC12V
消 費 電 流 待機時5mA
動 作 周 囲 温 度 範 囲 -40℃　～　85℃
振 動 検 知 方 式 赤外線方式
保 護 構 造 IP40

サイレン仕様仕様：
定 格 電 圧 DC12V
消 費 電 流 警報時 約１A
動 作 周 囲 温 度 -40℃　～　125℃
保 護 構 造 IP54
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1:本製品の保証期間はお買い上げ日より1年間です。

2:　取扱説明書の注意事項にしたがった正常な使用状態で保証期間中に万一故障した
　場合は、お買い上げの販売店経由にて無料修理いたします。
　ただし、出張修理の場合は実費を申し受けます。

3:　保証期間内に故障して無料修理をご依頼になる場合には、製品と本書をご持参の上
　お買い上げの販売店にてご依頼ください。保証書のない場合には保証対象外となりま
　す。又、必ずご購入レシートを添付してください。

4:　ご転居、ご贈答品等で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼
　できない場合には、当社へ直接お送りください。

5:　本製品は持ち込み修理品です。製品をお送りいただく際の送料および取はずし、取付
　費用は、お客様のご負担となりす。

6:保証期間内でも次の場合は有償となります。
 ●製品内への水・油分等の浸入による故障及び損傷
 ●使用上、取付上の誤り、不注意による故障及び損傷
 ●不当な修理、改造による故障及び損傷
 ●お買い上げ後の落下等による故障及び損傷
 ●火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、公害、塩害等による故障及び損傷
 ●普通乗用車、軽自動車以外に使用された場合の故障及び損傷
 ●適合車種以外に使用された場合の故障及び損傷
 ●本書のご提示がない場合または保証書記載事項に不備のある場合
 ●本書にお買上げ日、購入者名、販売店名の記入のない場合、字句を書き換えた場合

7:本書は日本国内においてのみ有効です。(This warranty is valid only in Japan)

8:本書は再発行は致しませんので、紛失しないように大切に保管してください。

《保証・無料修理規定》

　この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束す
るものです。したがってこの保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するも
のではありません。
　保証期間経過後の修理等についてご不明な点は、お買上げの販売店へお問い
合わせください。
　各記入欄に必要事項の記載のない保証書は無効となりますので、記入の有無
をご確認ください。万が一記入漏れ事項がある場合は、直ちにお買上げの販売店
にてお申し付けください。
　製品同梱の適合証明書は車検時の審査通過を保証するものではありません。
　本製品の動作の有無に関わらず盗難等の被害については当社では一切の責任
を負いかねます。

※

※

※

※
※

　  注意！　


